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 ヨーロッパ・キリスト者の集い
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第３９回

証と感想

あふれる主の栄光、心揺さぶられた分科会
高木恒輝

パリ・プロテスタント日本語キリスト教会
　 
　昨年に引き続いて、この夏も家族四人で集いに参加するこ
とができました。一年ぶりに再会した兄弟姉妹、また、新し
くお会いした兄弟姉妹とともに、とても楽しい交わりの時を
過ごさせていただき本当に感謝にあふれた四日間でした。

　
　私の特に印象的な思い出は分
科会②で「祈り、黙想、ディ
ボーション」の会に参加し
たことです。素敵な小チャ
ペルの雰囲気の中で、シス
ター・ソハラ姉のリードの
下、祈りを通して神様との豊

かな愛に満ちた交わりが与えら
れる恵みを皆さまと分かち合うこ　　

とができました。

　　一人ひとりが分かち合いをしていく中で、その場所全体
が神様の栄光、聖霊に満たされて、自然と胸の内から神様へ
の賛美が溢れてきました。今思い出しても心震える感動的な
ひと時でした。
　「聖なる、聖なる、聖なる、万軍の主。その栄光は全地に
満つ。（イザヤ6:3）」

　余談ですが、実は事前にどの
分科会に参加するかと決めては
いませんでした。分科会の始ま
る前の空き時間に小チャペルに
行き、日曜日の礼拝奉仕のため
のピアノ練習をしていた際、た
またまシスター・ソハラ姉が会
場の下見に来られ、そこで少し
お話をしたこと、それがきっかけで
この分科会に参加してみようという思いが与えられたので
す。

　ただ主に導かれて、この本当に素晴らしい神様との交わ
り、聖徒の交わりに加わらせていただけたこと、今振り返っ
ても改めて主に感謝したいと思います。
　是非来年も家族で参加したいと思います。また皆さまと再
会できるのを楽しみにしています。
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  私がヨーロッパ・キリスト者の集いに参加したのは今
回で6回目です。神様はこれまで、ヨーロッパ・キリス
ト者の集いでの聖書のメッセージやそこで出会った方々
との交わりを通して、何度も個人的に私に語りかけ、
チャレンジを与え、神の家族の中で憩うことを教えて下
さいました。

　 以前は主の御声を聞くこと、そして祝福を受け取るこ
とを求めて参加していたヨーロッパ・キリスト者の集い
でしたが、神様の不思議な導きによって、前々回、前
回、今回と3回続けて、私はヨーロッパ・キリスト者の

集いの準備と運営
に携わらせていた
だきました。

　キリスト者の集
いの準備の中で
は、神様の驚くべ
き御業を見させて
いただくと共に、
何度も霊的な戦い

を経験しました。難しい問題に直面する時、自分も含め
人と人の衝突に立ち会う時、頭に浮かぶのは、罪にまみ
れた私たちのこの世界の只中でいつも破れ口に立って下
さっているイエス様の姿でした。

　 神様に仕えるとは、ただひたすら神の前にへりくだり
自分自身を砕かれながら人に仕えることであることを、
体験的に教えていただきました。一つ一つの事柄を霊的
な目をもって受け止り、主の御霊によって祈ることを問
われました。

　 そして、身の回りのことや心に浮かぶ思いに振り回さ
れ捉われて、それができない自分も見させられました。
しかし、当日実際に集まったその場所は主の祝福と恵み
に溢れていました。準備の欠けや想定外の混乱も色々と
ありましたが、それらがまるで小さいことのように思え
てしまうほどの、共に集まって主を喜び礼拝する感動が
ありました。

　 それはまさしく教会の姿であったように思います。教
会は私たちのものではありません。誰かの信念や努力で
できたものでもありません。イエス様のことばによって
生まれ、イエス様の御霊によって生きているキリストの
からだです。私には、キリスト者の集いは「教会が一つ
からだであることを確認する場」として神様が欧州日本
語教会に関わる私たちに与えて下さっている恵みである
ように思えてなりません。

　 神学的立場や礼拝形式、住んでいる地域の習慣や文
化、日本語が母国語かそうでないか、そのような互いの
違いを尊重しながら共に一人の主をほめたたえて礼拝
し、主の愛をもって互いを愛し合うことができますよう
に。ただただ主の栄光が現され、主の御名がほめたたえ
られますように。

キリストのからだ
藤原誠

シオンの群教会

　　　　孫連れ参加
　　　　　　石引正志

ストラスブール日本語礼拝

　昨年に引き続いての２度目の参加でし
た。しかし昨年は自宅からの通いでしたの
で、宿泊をして全プログラムに参加した今
回が実質的には初参加となりました。
　
  早天祈祷会やスモールグループでそれぞれ
の抱える問題を述べて、個々人の名を挙げ
て祈り合うことなど、今までの教会生活では
あまり経験してこなかったので、少し戸惑いましたが、
新鮮な体験でした。

　力のこもったメッセージ、直接聴くと、迫力があり心
に響きました。
　
　３年ぶりに日本から娘の家族が来欧したので孫連れで

参加できたのは、感謝でした。お世話になっ
た先生方ありがとうございました。とても楽
しかったそうです。
　
   企画運営にあ
たった実行委員の
方々の長期にわた
るご奉仕に心から

感謝いたします。
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鈴木のぞみさん（中央）と

　
　「主が私に与えてくださった自由を主の御用に用いて
いただけたら幸いです」
　恐れながら、震えながら、それでも何かに背を押され
るようにそのようにお応えしたのはまだ凍えるほど寒い
2月の初めだった。何も誇ることがない欠けだらけのぼ
ろぼろの器のようなこの者をも通して、主が御自身の栄
光をあらわしてくださると信じて幼少科の奉仕をお引き
受けした。
　
　若い兄弟姉妹と共に祈り、準備を進めてきた日々は尊
く、恵みと慰めに満ちたひと時であった。集いに参加す
る子どもたちのため、そのご家族のため、また集められ
た奉仕者お一人おひとりのために祈ることができる恵み
に感謝した。

　 子どもたち
が自由に伸び
伸びと喜んで
主と共に歩む
ことができる
のは、創造主
なる神がどん
なに大きな愛
で私たちを愛し

てくださるのかを正しく受け取ること、そして頭の中で
の理解だけではなく、口先だけでもなく、御ことばを実
行していくことでより深く主の御愛に触れられていくこ
とだ。

　何度失敗しても、決して見捨てられることはない大き
な御手の中で安心してチャレンジしていく。神は私たち
にさまざまな経験をさせながら私たち
を神の視座へと導かれる。そのように
してイエス・キリストの似姿に変えら
れていく恵みを共に享受していく幸い
な神の家族の中に置かれている。

『わたしがあなたがたを愛したよう
に、あなたがたも互いに愛し合いなさ
い。』ヨハネ13：34b

『主は言われた。「あなたは、自分で
労さず、育てもせず、一夜で生えて一
夜で滅びたこの唐胡麻を惜しんでい
る。ましてわたしは、この大きな都ニ

ネベを惜しまないでいられるだろうか。そこには右も左
も分からない十二万人以上の人間と、数多くの家畜がい
るではないか。』
　　　　　　　　　　　　　　　ヨナ書４:１０－１１

『愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみませ
ん。愛は自慢せず、高慢になりません。礼儀に反するこ
とをせず、自分の利益を求めず、苛立たず、人がした悪
を心に留めず、不正を喜ばずに、真理を喜びます。すべ
てを耐え、すべてを信じ、すべてを望み、全てを忍びま
す。愛は決して絶えることがありません。』　　　　　　      　　　
 　　コリント人への手紙　第一　１３:４－８

『子どもたち。私たちは、ことば
や口先だけではなく、行いと
真実をもって愛しましょ
う。』
ヨハネの手紙 第一　3:18

　 このみことばを心に刻み
ながら、子どもたちと一緒
に全人格を捧げて主を賛美
し、みんなで恵みを分かち合い、
たくさん遊んだ。ただただ楽しかった。
うれしかった。感謝だった。あっという間の４日間だっ
た。

　一年に一度ヨーロッパに散らばっているキリスト者が
ひと所に集められるこの集いに心から感謝する。準備か
ら関わることで特別な恵みを与えてくださった主に感謝
する。共に労してくださった兄弟姉妹方に感謝する。子
どもたちを送り出して下さったそれぞれのご家庭、教会
に感謝する。背後で祈り支えてくださった兄弟姉妹方に
感謝する。集いで集められたおひとりおひとりに感謝す
る。

　すべての栄光が主に帰されますように、感謝して祈り
つつ。

すべては主のお働き
山内幸子

パリ・プロテスタント日本語キリスト教会

夫そしてフーヴェ久栄姉と

恩師シュトラス
ブルガー先生と
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鈴木のぞみさん（中央）と

 　私は１９９２年に洗礼を受けまし
たが受洗後ほどなくして教会を離れ
てしまいました。２０１７年に家内
を病気で失いましたことがきっかけ
となって再びパリ日本語教会の聖日
礼拝に出席するようになりました。
　思えば２５年間教会を離れ神様に
背を向けていたことになります。礼
拝に再び出席するようになってから
も、礼拝に数か月間出席しない期間が繰り返し私には起
きていました。ようやく日曜日の聖日礼拝に欠席するこ
となく継続して出席できるようになりましたのは、
Zoom礼拝がようやく終わり教会での礼拝が再開しまし
た一年ぐらい前からではないかと思います。
　 礼拝には毎回出席できるようになりましたが、礼拝後
に教会を後にして帰宅する途上ではいつも何か霊的に満
たされないものを感じ寂しさを覚え続けていました。私
はいつも、教会で知り合いました信徒の方たちの嬉しそ
うな喜びにあふれた姿を見るにつけ、「どうして受洗し
て聖霊が私に内在しているはずなのに、私にはこの方た
ちのように喜びに満たされて生きていけないのだろう
か。」と悶々としておりました。
　 「聖霊が私に内在しているはずでイエス様が私と共に
生きてくださっている」はずなのにどうして私に
は、聖霊の内在やイエス様の臨在が実感でき
ないのだろうと、いつも考えていました。
ですから礼拝に出席しても他の信徒の方
たちとの交わりに積極的に参加する気持
ちになれず、さっさと教会を後にしてい
ました。
　 ある日、パリ教会での礼拝に出席でき
るようになってほどないころ、教会の友人
の一人から、その方が子供礼拝でメッセ－ジす
るから子供礼拝に来ませんかって誘われて出席したこと
がきっかけで、子供礼拝に継続して出席しているうち
に、子供讃美歌で振り付けと一緒に賛美するときの歌詞
やメッセ－ジを私はとても素直な新鮮な気持ちで受け止
めることができるようになりました。　　　
　 そしていつの日か、私は子供礼拝で賛美しながら自分
が神様を心から讃美している自分に気づいて子供礼拝が
終わるといつも私の心が温かいもので満たされて励まさ
れていて、心身が疲れて子供礼拝に出席しても回復でき
て元気になっている自分に気づきました。
　 「よく聞きなさい。心をいれかえて幼な子のようにな
らなければ、天国にはいることはできないであろう。」 　　　
 　　　　　　　　　　マタイによる福音書 18:3
　 私は自分の心が、神様によって変えられて神様の前に
以前よりずっと素直になれて幼子の心に似たようになっ
ている自分を見いだしました。私がこのように神様に現
実に変えられていることを知ったとき、私の心には聖霊
が日々働いてくださっていてイエス様が私のそばにいつ

もおられるという実感が少しづつ湧
くようになってきました。
　 同時に大人の礼拝についても、そ
れまでは背広にネクタイという姿で
毎回出席していましたが、こうした
装いは止めて週末の普段着で出席で
きるように気持ちが変えられました
し、礼拝後の交わりにも自然に参加
できるようになっていました。私は

このように神様が自分の心を変えてくださっていること
を知って、自分自身の上に、全能の神様のほかには誰も
できない奇跡が起きていることを知り、聖書に記述され
ている奇跡は本当に起きた史実であったことを、受洗後
初めて確信することができて実感しました。
　 こうした実感が少しずつ私の内に湧き上がるようにな
りその思いが確信となり、パリ教会での礼拝でも心から
主を賛美できるようになったのは修養会に参加する数か
月前ぐらいからでした。パリ教会でのワーシップソン
グ、修養会でも歌いました「誰も見たことのないこと
が」を歌い主を賛美するとき、私は自分自身が主によっ
て少しずつ現在進行形で変えられている体験が重なり感
無量の思いで時に落涙を押さえることができずに賛美し
ていました。
　 このように主に変えられていることを実感しつつ参

加した修養会は、牧師先生方が取り次がれた神様
からのメッセ－ジ、スモ－ル・グル－プ・分科
会で参加者の方々と心の内の思いを腹蔵なく
語り合えたこと等々、すべてのプログラムを
通じて、神様が私を憐み選ばれたこと、愛し
て祝福してくださっていることを実感し神様
の臨在を体感できた三日間となりました。
　特にシスタ－・ソハラさん主催の分科会では、

雑音が遮断されたチャペルの静まった環境のなか
で、シスタ－・ソハラさんをはじめ参加者の方々と心の
深いところの思いを打ち明け話し合う中で、聖霊様の働
きと神様の臨在を、この時ほど私の人生の中で強く体験
できたことはありませんでした。
　 シスタ－・ソハラさんの語るお話を聴きつつ、私はシ
スタｰ・ソハラさんと共におられるイエス様を、お姿は
見えませんが、生まれて初めてその慈しみにあふれた存
在に触れて実感して落涙をとどめることができませんで
した。今思い返すとこのような体験をできたのも神様が
少しずつ私の頑ななこわばった心を溶かして砕いてくだ
さって幼子の心に変えてくださったからだと確信して止
みません。
�最後に、このような稀有な体験をすることができまし
た修養会の企画・準備・実際面での運営に携わられたお
一人お一人の方に心から感謝してお礼を申し上げますと
ともに、これらの方々を用いられた主を賛美して止みま
せん。来年もぜひ参加させていただき主がなされる妙な
るみわざを確認し合い、共に大いに主を賛美いたしたい
と願います。ハレルヤ !

聖霊が私に内在し　　
イエス様が私と共に

高塚誠二
パリ・プロテスタント
日本語キリスト教会
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鈴木のぞみさん（中央）と

　
  主の御名を心より賛美いたします。
  私は今回3年ぶりにヨーロッパ・キリスト者の集いに
参加しました。やはり実際に顔を合わせてヨーロッパの
クリスチャンと夜遅くまで交わりの時を持てる集いは良
いものだなと改めて実感しました。

　 私はティーンプログラム
のスタッフとして今回の集
いに参加しました。13～17
歳まで7人の中高生たちと4
日間、「キリストにある自
由」についてメッセージを
聞いたり賛美をしたり、ス
モールグループで話し合った

り盛りだくさんのプログラムでした。この7人にとって
はかけがえのない信仰の仲間ができた本当に良い時だっ
たと思います。

　集いの最後の夜にある中学生がシェアしてくれた証を
この場でシェアしたいと思います。「僕はクリスチャン
ホームで育って一応神様のことを信じているけれど、で
も何度も問いただされたら、もしかしたら神様を否定し
てしまうかもしれません。でも今回の集いで自分と同年
代のクリスチャンがいることを知って本当に嬉しかった
です。また聖
書 っ て め っ
ち ゃ 面 白 い
じゃん！って
思いました。
来年もぜひ参
加 し た い で
す！」

　この証を聞いたとき本当に嬉しかったです。神様が中
高生たちに直接語りかけてくださって彼らの信仰を成長
させてくださったことを強く感じました。

　思春期の子供たちはいろいろなことを考えて日々過ご
しています。集いはそんな多感な彼らが自然な形でイエ
ス様を体験できるかけがえのない場所なんだなと強く感
じました。今後も集いが信仰継承の場として用いられる
ことを心から祈ります。

自然な形でイエス様を体験
渡邉航

デュッセルドルフ日本語キリスト教会

ヨーロッパ・キリスト者の集い所感 
馬場信裕
ロンドンJCF　

　 2019年の集い以来、
3年がたち、待望の39回
ヨーロッパ・キリスト者
の集いに参加できたこと
を主なる神に感謝してい
ます。

　久しぶりに再会できた
方々とコロナ禍を生き延
びられたことを感謝し、確認することができました。今回
参加者名簿に多くの新しい方々の名前が掲載されており、
キリスト者の集いは間違いなく次の世代に引き継がれてい
ることを確信しました。

　１９８０年台初頭スタ－トしたキリスト教派の垣根を取
り払ったヨーロッパ在住の邦人キリスト者の集いは40年
間脈々と続けられ2020年一時開催不能になったものの、
翌2021年は限定参加者とオンラインによる開催が継続さ
れました。

　 2020年までは単一教会若しくは２教会の主催による開
催でしたがコロナ規制の中で実行委員と参画教会による開
催という新たな手法を見いだせたことは規制によってもた
らされた主の大きな恵みの一つです。第40回41回も開催
場所と日程も確定でき、継続開催が決定され、主の恵みと
導きを確信しました。

　過去の集い開催を担当した主催教会は集い終了後バーン
アウトしてしまい、次期開催は10年後でないと立候補し
にくいといわれてきましたが、このことへの解決の道があ
たえられたことになります。

　実行委員と参画教会による開催という新たな手法のもと
に資金管理と法人化による運営は必須課題であり、これに
よって集いの新たな前進を心から願っています。
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本当の自由とは
冨永重厚

パリ・プロテスタント日本語キリスト教会
 　
　私にとって「自由であること」は若い時から人生で最
も強い願望であり目標でした。私はどんな時でも「自由
でありたい」と願っていました。

　大学を卒業して銀行に勤め始めた時も規則や命令から
自由でありたいと考えていました。従って入社して４年
後に２年間のフランス留学の機会が与えられた時はこれ
で本当に自由な生活ができると喜びで一杯でした。

　事実日本という束縛から逃れて自由に生活したパリの
留学はその後の私の人生に大きな影響を与えました。
もう絶対に失いたくない自由でした。しかも仕事は楽し
く私生活も自由に恵まれある意味で充実した人生でし
た。

　従ってクリスチャンであった母が何度「教会に来るよ
うに」「信仰を持つように」と勧めてくれても束縛され
るのが嫌でその気になりませんでした。信仰を持つと不
自由になると思っていました。

　しかし、そんな私を神さまは実に不思議な方法で信仰
へと導いて下さいました。それでも実に長い間「キリス
トにある自由」を心底から理解することは出来ませんで
した。

　 今回の集いでスイス日
本語教会のマイヤー先
生が全体集会の初日に
パウロの個人的体験を
通して「キリストにあ
る自由」とはにつき
語って下さいました。

　 マイヤー先生は第一テモ
テ１章１２－１７節こそパウロの救いの証ですと言われ
ます。パリサイ人でベニヤミン人としてエリート中のエ
リートであったパウロは強い使命感をもってキリスト教
徒達を迫害していましたが、ある時突然天からの光で地
に倒され、自分が迫害しているイエスさまの「あわれみ
を受け」て１８０度の「回心」をします。

　ここで使われている「あわれみを受ける」というギリ
シャ語は他の言葉に翻訳するのが非常に難しいことば
で、交通事故で壁に激突するように、ある具体的な出来

事によって神の恵みそのものにぶちあたるという意味で
あるとマイヤー先生は語られました。

　そしてパウロはイエス・キリストの焼き印をおされ僕
＝奴隷となり「本当の自由」を得たのです。

　私が救われる前に持っていた自由は「真の自由」では
ありませんでした。モノからの自由はなく、律法からの
自由もなく、死の恐怖からの自由、罪からの自由はな
かったのです。実は自己中心による不自由のただ中で生
きていたのです。

　私たちを深く愛して下さるイエスさまは滅びに突き進
む私たちを「あわれんで下さり」具体的な出来事を通し
てそれぞれの人生に介入して下さいます。「イエス・キ
リストの奴隷として自由を得る」とは誠に真理であり聖
書の驚くべきパラドックスであります。

最高の自由人とは
冨永幹恵

パリ・プロテスタント日本語キリスト教会
　今年のテーマ、キリストにある自由についてのメッ
セージを聞きなおしながら思いをめぐらす事ができまし
た。自分の中にある問題をいろいろな事を通して教えて
いただいた今回の集いでした。
　そして、いかに自由にされていないかも気づかされま
した。「主人の僕でありながら、最高の自由人です」と
証したパウロと同じ証がいつかできるようへりくだって
歩みたいです。

　クリスチャンの集
会所でこんなに整っ
て広い会場があると
は、ドイツは凄いで
す。集いのために労
してくださったすべ
ての方々に心より感
謝します。
 



第３９回　ヨーロッパ・キリスト者の集い　証と感想

１０

鈴木のぞみさん（中央）と

   四年ぶりのヨーロッパ・キリスト者の集い　　　　　　　　　　　
山内貴裕

シュトゥットガルト日本語教会　

 このたび、今年２０２２年のヨーロッパ・キリスト者
の集いに参加することができ、感謝でした。
　
　さまざまな事情から四年ぶりの参加となった今回は、
「賛美の夕べ」のための合唱の編曲とピアノ伴奏に携わ
ることができ、大変感謝でありましたが、実をいうと、
ヴァイオリン、リコーダーとフルートの各奏者のみなさ
んの音の調弦調律を最初に行わずにいきなり始めてしま
うことになり、音が少々ずれた状態での賛美になり、そ
こは大変恐縮に思うとともに、それでも最後まで守られ
たことに感謝しています。

　僕は普段ドイツ国教会のオルガニストとして礼拝音楽
を弾いていますが、同教会での礼拝は、正直、霊的な躍
動感があるとは言えない状態であります。

　 しかし今回受付を済ませてのちに入った集い会場で
は、冒頭から高らかに「救いはキリストのうちにあり」
と賛美チームが歌っており、また続けて行われた説教な

ど、会の終わりまで一貫して「救いはキリストのうちに
あり」と唱えられており、僕自身が非常にうれしかった
とともに、若干のいわゆるみことばのききんの状態に
あったということを自覚させられた時でもありました。

　スモールグループや分科会もとても有意義なときとな
り、自分自身の信仰の方向性を確認することができまし
た。私たちクリスチャンが霊的に満たされて、さまざま
な場所に散らばっていても、ひどい世界情勢のなかだか
らこそ、主の前に一つとなって祈り、神様を知ろうとす
る人が一人でも多く起こされますようにと思いました。

　来年再来年も同じ場所で行われるということですが、
アメリカ英語の集いのみなさんによる大声で参ってし
まったこと以外、場所や環境は基本的にはかなり良かっ
たように思います。食事もしっかりとした量が用意され
てあり、コーヒーも良心価格でいつでも飲むことができ
る点はよかったと思います。

　混乱要素が多い中、運営に携わってくださったみなさ
まには、本当に感謝しかありません。
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１１

つどいに行って 
たかはしかん

　
　 いろんなみんなと遊べて、楽しかったり、おもしろ
かったり嬉しかったりして、とても良いつどいでした。
神様の話で心に残っているのは、イエスさまは神さまの
子どもで、天で私たちを守ってくださる、本当にありが
たい方なんだ、ということです。

　 CSで、工作とかをできて、と
ても楽しかったです。お友達もで
きて、いっしょにサッカーもでき
ました。さいごのご飯では、CS
のみんなで一緒に食べました。集
いでできた思い出を、神様にあり
がとう、と伝えたいです。 

　　　　集いに行って 
高橋温

　私は、初めて集いに参加しました。集いは、どんなも
のか最初は分かりませんでした。でも、運動会やCSも
やって、とても楽しかったです。でも、キャンプファイ
ヤーができなくて、残念でした。

　 CSでは、友達みんなと一緒に、賛美で踊ったり歌っ
たり、工作したりして、とても楽しかったです。ヨナさ

んのお話も、ちゃんとヨナさんが、ニネベの人たちを
ちょっとだけゆるすことができて、良かったなあと思い
ました。
運動会では、競走でもテーマ対決でも負けてしまったけ
ど、最後のしっぽ取りで逆転できて、嬉しかったです。
また集いに行きたいです。

 　　　　　　　　　　何という幸せ 
　　　　矢吹育代
フランクフルト日本語福音キリスト教会

　 この夏も集いに参加でき感謝いたし
ます。今年は、日本から2人の孫と一緒
に主にある交わりに加えていただきあ
りがとうございました。集いのため
に、さまざまな準備をしてくださり、
多くの労をとってくださった方々、あ
りがとうございました。

　孫たちは多くの方々に受け入れら
れ愛されて過ごすことができま
した。宝物をいただいて日本
に帰りました。
「見よ。何という幸せ　 なん
という楽しさだろう。兄弟た
ちが一つになって　共に生きる
ことは。」詩篇　133:1

主の愛と憐れみ
シスター・ソハラ

　　　　　　 マリア福音姉妹会
　
　素晴らしい自然と環境、雰囲気の中で、今回の集いに
参加させていただけたことを心から感謝し、良き主の御
名を讃えています。
　 この集いを限りなく愛してくださるイエス様ご自身
が、その御霊を通して、この小さな群れ全体に、そして
個人個人に、深く、優しく、また強く、真理と愛のうち
に語り、常に働き続けてくださっていることを体験させ
ていただけ、主の愛と憐みにあふれる栄光を、垣間見せ
ていただき、この暗い世界のただ中
で、大きな喜びと希望をいただき
ました。
　神様は今日も生きて、すべて
を支配しておられる、真の唯一
の王なる王、このお方にすべて
の栄光と誉れがささげられます
ように！

ぼくが一番たのしかったこと
高木信治

　パリ・プロテスタント日本語キリスト教会

　 集いで、ぼくが一番たのしかったことは、CSで
す。みんなでいっぱいあそんで、うごいて、絵をか
いたりしました。聖書のお話を聞いて、賛美もしま
した。CSでいっぱい友達ができました。また、運動
会をやりました。ぼくは、白組でした。
　運動会で一番たのしかったことは、リレーです。
リレーでも、レースによってちがいます。ぼくは、
１レース目で、ＣＳでいっ
しょの子と、ににんさん
きゃくをしました。３
レース目で１０回まわっ
てから走ることもしまし
た。運動会では、白組が
かちました。うれしかっ
たです。
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１２

鈴木のぞみさん（中央）と

 ティーンズとの時間
ガウブ・ナタナエル

フランクフルト日本語福音キリスト教会

　 今年の集いには実行委員として初めて加わって、準
備の段階から奉仕をすることができま
した。一言で言うと、大変やったけど
最高でした！！本当に神様が働いてく
ださったと心から思います。
　
　集いでは主にティーンズと関わって
いたので、ティーンズとの時間につい
て少しお伝えしたいです。合計で7人
のティーンズが参加されて、矢吹先生
と浅野先生にバイブルトークをしてい
ただきました。メッセージがちゃんと
ティーンズの心に響いたみたいで嬉しかったです。
　
　テーマであった「キリストにある自由」について
ディスカッションの時間を持ち、スモールグループの

時間も持ち、ゲームをし、たくさんの絵を描く機会も
ありました。プログラムを通して、神様と繋がってい
るのが大切だ！ジーザスこそが私たちを自由にできる
のだ！と言う結論に辿り着きました。　　　　　　　　　　　　　　　
ティーンズとのやり取りの中で今年は沢山教えられた
と思います。勝利の主イエス♪死を打ち破り♪とらわ

れ人を解放された♪この賛美が一番心に残り
ました。何回も賛美できてイエス様をみんな
で喜べてよかったです。

ガウブ・サラ
フランクフルト日本語福音キリスト教会
　
　集いへは初めての参加でした。ティーンズ
プログラムで奉仕をし、
めっちゃ楽しかったで

す。リアルトークの時間が一番
好きでした。みんなが本音を出
せて、神様に感謝です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

来年も参加します！
呉佳恵

フランクフルト日本語福音キリスト
教会

　 今回集いには初めて参加しました
。私は

ティーンのグループに参加したので
すが、みん

な優しくて親切で友達も沢山出来ま
した！

　
　ただ聖書を読んだり、牧師先生の

メッセージ

を聞くだけではなく、みんなでゲー
ムをしたり

賛美歌を歌ったり、運動会で皆んな
でラジオ体

操をやったりしてとても面白かった
です。ドイ

ツでラジオ体操はとても新鮮でした
。（笑）

　特に泊まっていたところにプール
が付いてい

たのは本当に最高でした！私は毎朝
5時ごろに

起きてプールで泳いでいました。自
由時間には

基本的に泳いでいた気がします。来
年も絶対参

加したいです！

恵まれ様でした！
井ノ上歌歩

スイス日本語福音キリスト教会
　今年も集いに一泊二日で参加させていただきました。去年との違いは、今年はひたすら奉仕をさせていただいたということです。

　行く電車の中で賛美のパワーポイントを作り、会場に着いたら賛美の練習をして、集会で賛美奉仕を捧げ、プログラムの終わりに部屋で翌日のパワーポイントを作成、翌日朝も賛美奉仕。そんな二日間でしたが、なぜだか気持ちは平安と喜びで満たされていました。とっても忙しかったはずなのに、とっても楽しい時間でした。

　スイスに来て、JEGメンバーの方々と２年間過ごさせていただく中で、喜んで仕えることを学ばせていただいています。集いの中で、喜びを持って奉仕ができたことは、わたしにとって感謝なことでした。こ
れからも、さまざまな奉仕を通
して、神様に成長させていた
だきたいです。集いの中で奉
仕してくださった皆さん、本
当にありがとう＆恵まれ様で
した！  　
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１３

鈴木のぞみさん（中央）と

キリストにある自由の喜び
川上寧（やすし）

　　Japanese Christ's Disciples　

「キリストにある自由」それが第39回ヨーロッパ・キ
リスト者の集いのテーマでした。そのテーマを語る中
で、説教者や講師の先生方の何名かが取り上げられた
のが、聖書に記されている「キリストのしもべ」とい
う言葉でした。

　 「しもべ」は「奴隷」という意味もある言葉です。
「自由」と「奴隷」という全く相反するような言葉が
キリストと関連づけて聖書には記
されている意味を考えさせられま
した。「自由」とは何にも束縛さ
れない、何にも属していない一方
で、「奴隷」とは束縛されてい
て、他者に所有されている者を指
します。

　 キリストの「奴隷」でありなが
ら、キリストにある「自由」をいただいていることを
理解するのは容易ではありません。しかし、ある先生
が言われた言葉が心に落ちました。「私たち人間はキ
リスト(神)の奴隷でなければ、必ず他の何かの奴隷に
なってしまう」と。

　 確かにそうです。そして自分はどうなのかと問うて
みました。もし私がキリストの奴隷でなければ、私は
自分自身の奴隷になっている。自分の思いや願いの奴
隷になっている。自己中心という奴隷から決して解放
されることはないでしょう。

　 しかし、キリストの奴隷にしていただいたことによ
り、キリストが私をキリストご自身のものとしてくだ
さり、私自身や他のどんなものの奴隷からも解放して
くださいました。キリストの奴隷にされて与えられた
自由、その喜びを誰も奪い取ることはできません。感
謝。 

仕える者とさせて頂く恵み
川上真咲

Japanese Christ's Disciples　

　 今年もキリスト者の集いに参加できました。思い起
こせば、昨年の集いは、ビザ切れで日本へ戻らざるを
得ない状況の中、針に糸を通すような形で参加を許さ
れました。

　 そして祈りの内に「日本へ『行ってらっしゃい』」
と送り出していただき、半年後、無事にビザ再取得、
ヨーロッパに、集いに「帰って」来ることが出来まし

た。「お帰りなさい!」と笑顔で迎えてくだ
さる方々がこんなに大勢いるのだ、という
喜びに胸がいっぱいになり、神様の御業に
ただただ感謝するばかりです。

　いくつかの奉仕にも携わらせていただき
ました。弱い者を用いてくださる主に助け
られつつ、仕える者としていただくことの
出来る恵みの数々もまた感謝いたします。

特に子どもたちが伸び伸びと主を賛美し、御言葉と取
り組む姿が目に焼き付いております。主の御手の内に
健やかに霊肉共に成長していきますよう、祈ってやみ
ません。

　 ともすれば孤独に陥りがちな異国での宣教師生活
に、一人ではない、祈り支えてくださる方々がこれほ
ど多くいるのだと思い出させてもらえることを感謝い
たします。この主にある交わりが祝福の内に続けられ
ていきますよう、祈ります。

 

人の生き様が胸を打ちました
藤本浩行

デュッセルドルフ日本語キリスト教会

　ノンクリスチャンですが、始めて参加させ
ていただきました。素晴らしい研修施設に加
え、実行委員、参加者の皆様の熱意、優しさ
に支えられ充実した3泊４日の集いを終えるこ
とができました。本当に感謝感激しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

賛美の生演奏、あかし、祈りを体験的に学ぶことができ
ました。中でも、あかしは、語ってくださる人の
生き様であり胸を打つものがありました。
　
　また、次世代につなぐための集いプログ
ラム素晴らしいです。今回の集いでの
様々な方との出会いがありました。大切
にしていきたいです。スタッフの皆様、
事前の準備から、事後のまとめ、次回のつ
なぎなど、ご苦労様です。ありがとうござい

ます。
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１４

最善のタイミングで！　　　　　　　　　　　　　
ウンターベルガー玲子

　ウィーン・バプテスト教会／べーハイムガッセ

　
　私にとっての今年度のハイライトは、新しい出会いで
した。
　
　 講演の後に分かち合いをするためのスモールグルー
プ、２日にわたってあった分科会、早天祈祷会での祈り
のスモールグループなどなど、交わり、分かち合いを通
して本当に恵まれました。そして、最終日に知り合った
若いご夫婦との出会いは、本当に驚くべき、また、恐れ
の念が起きるような神様の大きな祝福でした。

　日曜日の礼拝の後、土曜日から遅れて参加した、私た
ち夫婦と同じウィーンから参加しているという若いご夫
婦と挨拶をしました。いろいろ話をしていると彼らが住
んでいるところが私たちと近いことがだんだんわかって
きて、驚いたことに同じ通りの、しかも歩いて５分とい
う信じられないほどのご近所さんであることが判明した
のです。
　
　実は彼女は日本語で一緒に聖書を読めるクリスチャン
の集まりが近くにあったらいいのにという願いを持って
いて、私は私で我が家が聖書を読んだり祈ったりできる
ようなスモールグループのために神様に用いていただき

たいという願いを持っていました。神様はそんな私たち
2人の願いをちゃんと聞き届けてくださって、あまりに
も明確で勘違いをしようのないほど、「願いを聞き届け
ました。さぁ私の名の下に、2人で集まり、始めなさ
い」と神様ははっきりと導いてくださったのです。

　 先日、初めて2人で祈りとバイブルスタディーの時間
を持ちました。お互い、神様の起こしてくださった奇跡
のような巡り合わせに感動しながら祈り、御言葉を分か
ち合う交わりの時間を楽しみました。集いでの出会いが
なければ、偶然住まいの近くですれ違った日本人がクリ
スチャンであることも、まさか同じ願いを持っているこ
とも知らずにいたことでしょう。

　私たちの小さな願いも決して小さなこととして捨て置
かれず、最善のタイミングで事を成してくださる全知全
能の神様の御名を心からほめたたえます！ハレルヤ！
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1５

息吹を与えてくださった主
下山由紀子

　バルセロナ 日本語で聖書を読む会

　「しかし、わたしがお前の傍らを通って、お前が
自分の血の中でもがいているのを見たとき、私は血
まみれのお前に向かって、『生きよ』と言った。血
まみれのお前に向かって、『生きよ』と言ったの
だ。

　エゼキエル書を読み進んで16章まできたとき、5
～6節の言葉に私の胸は貫かれました。生まれるな
り捨てられた子が自分の血にまみれてもがいてい
る。その傍らを主が通ってご覧になり、「生きよ」
と言われたくだりです。『わたしは血まみれの
お前に向かって「生きよ」と言ったの
だ』という文章が2度繰り返され強調
されています。私に思い当たる節が
ありました。

　小学校3年で千葉から横浜に引っ
越すまで底抜けに明るく積極的で自
信に満ちた少女だった私は、横浜で
も同じように振舞いました。しかし都
会っ子のクラスメート達は私が親から受
け継いだ地方の言葉を種に、私を笑いまし
た。この嘲笑を気にした私は萎縮して徐々にものが
言えなくなり、言い返せない私を周囲は更に利用
し、ついに本格的ないじめへと発展してしまいまし
た。

　嘲笑、暴力、盗み、侮辱などに苦しむ毎日でした
が、挨拶をしても誰も返してくれない、話かけても
誰も相手になってくれない、無視という精神的な暴
力が特につらい毎日で、自分が存在価値のない者だ
と思うようにすらなりました。実際のところ、いじ
めとは被害者に向かって 「お前は存在価値のない
人間だ」 ということを日々伝え、洗脳していく行
為だということに後になって気が付きました。私は
常に友達を切望しながらも級友達を恨んでいまし
た。

　親も先生も理解してくれないこの苦しみから逃れ
るためにわざわざ学区外の高校に入って新しいス
タートを切ったものの、私はそれまでの6年間のい
じめによってすっかり対人恐怖症になっていたの
で、クラスメートとまともな人間関係を築けず、皆

はしばらくして私を遠ざけ気味悪がるようになりま
した。ここに来てはじめて、いじめの原因は私自身
にあるのだと察知し、心からショックを受けると同
時に恨むべきはクラスメートではなく、自分になり
ました。

　存在価値のない私が自分を恨みつつ生きている意
味はない。自殺願望は日に日に増すばかりでした
が、実行する勇気も出せないまま、私は私が出血し
た心の血の中でもがいていたのでした。

　そんなある日、級友のひとりが学校で発熱し、私
は保健室に走っていって彼女のために何かを探しま
した。私はいつも、お友達になってもらえる可能性
があるなら何でもしていたのです。冷たい水で濡ら

したタオルを彼女に持っていったとき、彼女
は私に「ありがとう」と言ってくれまし
た。そしてこの言葉は私を心底打ちの
めしました。こんな温かく私を包み
込む言葉はもう何年もかけられてい
なかったからです。

　 自分にも人に感謝される価値
がある。

　 この時以来、私はこの喜びを求め、
「仕えて生きる」がテーマになり今に至ってい

ますが、先日このエゼキエル書を読んだとき、そう
だったのかと稲妻に打たれた思いでした。あの時、
主が血まみれの私の傍らを通って「生きろ」と仰っ
たのだ、あれは神のみ業だったのだとはっきり自覚
したのでした。
 
「死の陰の谷を行くときもわたしは災いを恐れな
い。あなたがわたしと共にいてくださる。」 詩篇
のこの言葉も、いじめられている時には知らない言
葉でしたが、
確かに私は
自分自身が
このみ言葉
を体験して
い た の だ
と、同時に
悟 り ま し
た。
 
８月６日（土）”賛美と証しの夕べ”における証し
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鈴木のぞみさん（中央）と

　
　今回、私は初めての参加ということもあり少しばか
り緊張していた。また周りの方々に話を伺うと多くの
方がリピーター。馴染めるのかと不
安もあったが、リピーターの方々
の「ここで与えられる多くの出会
いと、また1年ぶりの再会を楽し
みに来ている」との言葉にどれだ
け参加された方々にとって、この
「集い」が大きなものとなってい
るのかを教えていただいた。
　
　 まず4日間のプログラムの充実さ
に驚いた。全体講演をはじめ、参加者一人ひとりに合
うようにと24種類の分科会がある。また本大会に並
行してティーンズと幼少科対象のプログラムがあるこ
とにも驚いた。私は幼少科のプログラムを少し手伝わ
せていただいたが、スタッフの方々の子どもたちへの
想いと、どこまでも子ども目線の考えに胸が熱くな
り、多くの気づきを与えられた。
　

　またこの集いに参加し「伝道」について改めて考え
る機会をいただいた。初めて参加した方々は周りの
方々の「口コミ」で来たという。ここに素敵な出会い
がある、ここに喜びがある、その言葉に魅了されたそ
うだ。その言葉に私自身が「伝道」を難しく考え過ぎ
ていたと、はっとさせられた。ここに出会いがある、
ここにあなたを救う方との出会いがある。そんな喜び
の一言を私は語ってこられたのか、自分への問いかけ
のひと時ともなった。

　
　 「集い」は常に喜びと楽しさと慰
めがあった。自然の美しさに癒さ
れ、そこで出会う方々との語り合い
に、礼拝のひと時に、子どもたちの
眼差しに慰められた。あぁ、教会と
はこういう所だ。ただ楽しいだけで
なく、そこに慰めがあり希望を見出
せる場なのだと実感した。

　
　最終日、皆が口を揃え「また１年
後」という別れの挨拶をしてい
た。寂しそうな表情と同時に
癒された人たちの表情。私も
無意識に「また1年後」と挨
拶していた。多くの出会いと
気づきが与えられ心から感
謝。

ここに出会いがある
伊勢希（のぞみ）

ブリュッセル日本語プロテスタント教会

スライドショー（４分）　紹介用　ショートビデオ（６分）ビデオ　ダイジェスト版（１６分）
キリスト者の集いの動画は以下をクリックしてごらんいただけます。


